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検討事項１  特性試験の試験項目 

技術基準適合証明等の審査の際に行う特性試験（測定器等を使用して行う試験）は、
主として電波の質に関する項目について測定を行う。（＊） 

 

 

 
 試験項目 測定概要 備 考 

① 周波数の偏差 
受信装置の入力端から規定レベルの無変調信号加え、周波数の偏差を
測定 

周波数の偏差の測定値は、信号発生
器の確度に依存 
認証試験の場合は温湿度試験を実施 

② 占有周波数帯幅 
受信装置の入力端から規定レベルの変調信号を加え、占有周波数帯幅
を測定 

試験信号は占有周波数帯幅が最大と
なる変調信号とする。 

③ スプリアス発射又は不要発射 
  の強度 

帯域外領域 受信装置の入力端から規定レベルの無変調信号
を加え、帯域外領域のスプリアス発射を測定 

帯域外領域の測定では試験信号は無
変調信号とする。 

スプリアス領域 受信装置の入力端から規定レベルの変調信号を
加え、スプリアス領域の不要発射を測定 

スプリアス領域の測定では試験信号は
変調信号とする。 

帯域外減衰量 
受信装置の入力端から規定レベルの変調（又は
無変調）の中継波の信号及び同一レベルの隣接
波の信号を加え、帯域外減衰量を測定 

中継波と隣接波との最小周波数間隔を
規定する必要がある。 

④ 空中線電力の偏差 
受信装置の入力端に規定レベルの変調信号を加え、送信装置出力端の
空中線電力を測定 

試験信号は空中線電力が最大となる
変調信号とする。 

⑤ 副次的に発する電波等の限度 
送信装置の出力端を終端し、連続受信状態に設定して、受信装置入力端
の副次発射の強度を測定 

受信機入力端に漏れてくる副次発射の
強度を測定 

ラジオのギャップフィラーの特性試験項目は、地上デジタル放送用ギャップフィラーに
準拠して表１の試験項目が最低限必要と考える。 

 

 

（＊）特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則 別表１号等 

 

 

 
 

表１ 特性試験の試験項目 
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検討事項２  無線設備の形態と試験信号の入出力 

試験信号の入出力点                             内  容 

規定点① 
・ 「副次的に発する電波等の限度」の測定点 
・ 送信試験項目の試験信号入力点（標準入力点） 

受信装置の入力端 

規定点② ・ 送信試験項目の試験信号入力点（規定点①の代替） 
規定点①に入力した場合と電気的に等価な信号を入力
する場合に使用 

規定点③ ・ 送信試験項目の試験信号入力点（規定点①の代替） 
規定点①に入力した場合と電気的に等価な信号を入力
する場合に使用 

規定点④ ・ 送信試験項目の測定点 送信装置の出力端 

表２ 試験信号の入出力点 

  

   

  

 

 
 

受信機 受信装置 送信装置 
光ファイバーケーブル等 

受信空中線 送信空中線 
信号 

ラジオ放送波 

規定点 ③ 

規定点 ④ 

規定点 ② 
規定点 ① 

※ 受信装置と送信装置が一筐体に実装される一体型も含む。 

Ｅ／Ｏ 
変換器 

Ｏ／Ｅ 
変換器 

図１ ラジオのギャップフィラーの代表的形態 
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検討事項３  試験信号の入力レベル及び変調状態 

試験項目 試験信号のレベル 
（*） 

変調 
（**） 

備 考 

① 周波数の偏差 規定レベル 無変調 搬送波周波数（中継波の中心周波数）で無変調の試験信号を入力 

② 占有周波数帯幅 規定レベル 変調 占有周波数帯幅が最大となる試験信号を入力 

③ スプリアス発射又は 
   不要発射の強度 

帯域外領域 規定レベル 無変調 帯域外領域（搬送波周波数±２５０％未満）は無変調状態で測定 

スプリアス領域 規定レベル 変調 スプリアス領域（搬送波周波数±２５０％以上）は変調状態で測定 

帯域外減衰量 規定レベル 
変調/
無変調 

中継波及び同一レベルの隣接波の試験信号を入力 

④ 空中線電力の偏差 規定レベル 変調 空中線電力が最大となる試験信号を入力 

⑤ 副次的に発する電波等の限度 － － 連続受信状態に設定 

（*）試験信号の規定レベルは、以下が適当と考える。 

 

 
 

 送信装置の出力が遮断される直前の「最低入力レベル（ａ）」及び「最大入力レベル（ｂ）」の２通り
のレベルを試験信号の規定レベルとする。 

 試験項目①から④において、測定結果の最悪値評価ができる入力レベルが特定できる場合は、
その入力レベルを規定レベルとしても良い。 

（**）試験信号の変調条件は、ＦＭ中継放送機の試験信号等に準拠して、以下が適当と考える。 

  

   

  

 

 
 

表３ 試験信号の入力レベル及び変調状態 

  

   

  

 

 
 受験機器の許容入力レベル 

 受信装置入力レベル 

 
送
信
装
置
出
力
レ
ベ
ル

 

出力遮断 出力遮断 

（ａ） （ｂ） 空中線電力の 
許容偏差範囲 

 試験信号は、原則として測定結果の最悪値評価ができる変調状態とする。 

（例） ○ 変調周波数 ：  １ｋＨｚ （占有周波数帯幅の測定時は１５ｋＨｚ） 

    ○ 周波数偏移 ：  ±７５ｋＨｚ 

    ○ 試験信号の種類 ： ステレオ信号／モノラル信号 

規定レベル 
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参考１  各特性試験項目の測定系統図  

  

 

 

 
 

 ① 周波数の偏差 

  

 

 

 
 

受験機器 
擬似負荷 

（減衰器） 
周波数計 信号発生器 

 ② 占有周波数帯幅 

  

 

 

 
 

受験機器 
擬似負荷 

（減衰器） 
信号発生器 コンピュータ 

スペクトル 

アナライザ 

 ③ スプリアス発射又は不要発射の強度 

  

 

 

 
 

受験機器 
擬似負荷 

（減衰器） 
信号発生器 コンピュータ 

スペクトル 

アナライザ 

 信号発生器から規定レベルの無変調信号を受験機器に入力 

 

 

 

 

 

 

 信号発生器から規定レベルの変調信号（占有周波数帯幅最大）を受験機器に入力 

 

 

 

 

 

 
 帯域外領域の測定では、信号発生器から規定レベルの無変調信号を受験機器に入力 

 スプリアス領域の測定では、信号発生器から規定レベルの変調信号を受験機器に入力 

 

 

 

 

 

 

 （ア） 帯域外領域及びスプリアス領域の測定 

  

   

  

 
 
 （イ） 帯域外減衰量の測定 

  

 

 

 
 

 信号発生器１からは規定レベルの中継波の試験信号、信号発生器２（及び 信号発生器３）
からは中継波と同一レベルの隣接波の試験信号を受験機器に入力 

 

 

 

コンピュータ スペクトル
アナライザ 

受験機器 擬似負荷
（減衰器） 

信号発生器 
１ 

信号発生器 
２ 

信号発生器 
３ 
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 ⑤ 副次的に発する電波等の限度 

 

 
 

受験機器 
擬似負荷 

（減衰器） 
コンピュータ 

スペクトル 
アナライザ 

（送信側） （受信側） 

擬似負荷 

（終端器） 

 受験機器の送信側を終端し、連続受信状態に設定して、受信側（受信装置の入力端）を測定 

 

 

 

 

 

 

 ④ 空中線電力の偏差 

  

 

 

 
 

受験機器 
擬似負荷 

（減衰器） 
電力計 信号発生器 

 信号発生器から規定レベルの変調信号（空中線電力最大）を受験機器に入力 

 

 

 

 

 

 

参考２  帯域外減衰量の測定イメージ  

  

 

 

 
 

受信装置の入力端 （試験信号入力）  

  

 

 

 
 

 隣接波 

 中継波 

 隣接波 

隣接波との最小間隔
fa 

送信装置の出力端 （送信出力）  

  

 

 

 
 

 中継波 

 隣接波 

f0+fb f0+fa f0 f0-fb f0-fa 

f0 

隣接波との最小間隔
fa 

 隣接波 

周波数 f0±fa 及び f0±fb において、

隣接波と中継波とのレベル比を測定  
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